


 

 

 
【決算のポイント】 
 
① 2018年3月期は、営業収益3,554億円、営業損失100億円となり、増収ながら大幅減益 
   
② 営業収益（対前年＋136億円） 
  ・デリバリー事業において引き続き宅急便の取扱数量が増加基調で推移したほか、ノンデリバリー 
   事業においても既存サービスを中心に堅調に推移したことなどにより、対前年136億円の増収 
 
③ 営業利益（対前年▲174億円） 
  ・宅急便の取扱数量増加に連動した、外部戦力を含めた人的コストの増加が利益を圧迫するという、 
   これまでの流れが継続 
  ・前期から実施してきた労働時間に関する実態調査について継続確認を進めた結果、新たに認識した 
   労働時間に対する一時金として52億円を計上 
   
④ 「デリバリー事業の構造改革」について 
   ・大口の法人顧客に対し、繁忙期の出荷調整や再配達削減、運賃の見直し等の交渉を順次 
    進めている段階 
   ・施策の効果は下期以降を見込む 

 

 

 

 

 



【2018年3月期第1四半期決算の業績】 
  
（営業収益・営業利益の概略については前のスライドでお話しした通り） 

 

① 営業外損益・特別損益に特筆すべき点は無し 
 
② 親会社株主に帰属する四半期純損失は79億円 
 

 

 
 
 
 



【セグメント毎の主な収益増減要因】 
 
① デリバリー事業（増収減益） 
   増収 ： 宅急便取扱数量 ＋5.1％（リテール ＋2.3％ 法人 ＋7.9％）、営業収益 ＋3.3％ 
  減収 ： クロネコDM便 取扱冊数 ▲1.1％ 、営業収益 ▲1.5％ 
   
② BIZ-ロジ事業（増収減益） 
   増収 ： 販売物流やメディカルロジスティクス事業で既存顧客のご利用が好調 
   減収 ： 海外関連事業（貿易物流において主に自動車関連顧客を中心に荷動き低調） 
        
③ ホームコンビニエンス事業（増収増益） 
  増収 ：引越関連サービスや、フリマアプリと連携した新たな配送サービスを提供するなど「らくらく家財 
              宅急便」の堅調な推移 
 
④ e-ビジネス事業（増収増益） 
    増収 ：ｅ-オンデマンドソリューション事業における新規顧客の獲得や、「Web出荷コントロール」の 
        取扱い拡大      
⑤ フィナンシャル事業（増収増益） 
    増収 ： リース事業（トラックを中心としたファイナンス・リースや割賦販売が順調に推移） 
    減収 ： 代引決済市場縮小の影響で、ペイメント事業（旧称:宅急便コレクト事業）が伸び悩み 
 
⑥ オートワークス事業（増収増益） 
    増収 ： 車両整備件数の増加 



【宅急便の推移】 
 
① 取扱数量  対前年  ＋5.1％      
    ・消費スタイルの急速な変化に伴う通販市場の拡大等により、取扱数量は伸長 
    ・宅急便の総量コントロールについて、大口の法人顧客に対して順次交渉中（効果は下期以降） 
  
 
② 単価  対前年   ▲1.6％      
   ・低単価の大口の法人顧客からの出荷の伸長が継続 
  ・運賃の見直しについて、大口の法人顧客に対して順次交渉中（効果は下期以降） 
 
③ 「宅急便コンパクト」、「ネコポス」の動向 
    ・個人間取引市場の拡大を背景に、取扱数量が伸長 
   ・BtoB市場にも拡販を推進 



【クロネコDM便の推移】  

 

① 取扱冊数  対前年 ▲1.1％     
・市場の伸び悩みや厳しい競争環境が継続 
 

② 単価    対前年  ±0％     

 

 



【海外宅急便の進捗】 
 
① 不採算取引の見直しが一巡し、宅急便数量は増加傾向 
 
② 全体として営業利益は改善傾向 
 
 

 

 

 
  



【連結営業費用の主な増減（全体像）】 
 
① 営業収益が対前年＋4.0％に対し、営業費用は＋9.3％ 
 
② 当第1四半期のコスト環境 
  ・外部戦力を含めた人的コストの増加→前期の流れを継続 
   →宅急便の総量コントロールと運賃の見直しに関する交渉は現在継続中であり、 
     取扱数量増加に連動して、社員給料（+57億円）、委託費（＋89億円）が増加 
  

  ・当第1四半期に新たに認識した労働時間に対する一時金（52億円) 
 

  ・「働き方改革」に係る施策は、計画通り進捗 
  
 

 



      

     

【連結営業費用の主な増減（詳細）】 

① 人件費： 対前年＋148億円（＋8.2%） 

   「社員給料」 ：対前年＋57億円（+4.6％） 
     ・社員数は対前年+4.0％（フルタイマー+2.8％、パートタイマー+5.0％） 
     ・ 「働き方改革」に係る費用を含む（管理者の増員 等） 

   「人件費その他」 ： 対前年＋93億円 

      ・賞与関連…対前年＋65億円 
        →当第1四半期において新たに認識した労働時間に対する一時金（52億円）を含む 

     ・法定福利費 
       →人員増加、社会保険の適用拡大に加え、上記の一時金に関連する費用を含む 
 

② 下払費用 ： 対前年＋136億円（＋10.0％） 

   「委託費」： 対前年＋89億円 （＋16.4％） 

     ・デリバリー事業…対前年＋74億円（＋25.3％） 

        →宅急便の取扱数量増加の傾向は変わらず、労働需給逼迫の影響により宅急便配達委託が引き続き増加 
     ・ノンデリバリー事業…対前年＋15億円 

        →主にBIZ-ロジ事業において、案件増加による増収に伴い作業委託等の使用が増加 

   「傭車費」 ： 対前年＋22億円（＋5.0％） 

       →取扱数量の増加に対して適切にコントロール 

   「下払その他」： 対前年＋24億円（＋6.5％） 

       →リース事業好調のため売上原価が増加 
 

③ 車両費 ： 対前年＋9億円（＋9.5％） 

  →主に燃料単価の上昇により燃料油脂費対前年＋7億円（＋17.5％）  
 

④ その他経費 ： 対前年＋57億円（＋8.0％） 

       ・減価償却費    …＋2億円 

 

【参考：その他の主なコスト増加要因概数】 

・その他費用「その他」 ：＋8億→主にYSDの8次ネコ関連の仕掛り 

・諸手数料：＋7億→経営管理料、R&Dｺﾝｻﾙ（＋1億）､ 
             Next100ｺﾝｻﾙ（＋1億）等 



【デリバリー事業営業費用増減分析(対前年)】 

 

内容はスライド７-２と重複するため省略 



【四半期別営業利益動向】 
 
対前年差で収益・費用をチャート化 
 

 

 

 
 



【2018年3月期連結業績予想（全体像）】 

 
① 連結営業収益 ： 対前回予想+200億円 対前年+231億円、+1.6％ 
  →足元の状況を踏まえ、営業収益を前回予想から上方修正 
   
 
② 連結営業利益 ： 対前回予想▲50億円 対前年▲98億円、▲28.3％ 
  →当第1四半期において新たに認識した労働時間に対する一時金の計上や、宅急便の 
     取扱数量の予想が前回予想から増加したことに伴う委託費の増加等を反映し、 
     前回予想から下方修正 

 

 



【セグメント別業績予想】 
 
① デリバリー事業（前回予想から営業収益＋140億円、営業利益▲20億円） 

  ・宅急便 ： 数量は、前回予想から4,600万個増加（対前年▲2.0％） 
                       （※前回予想値：対前年▲4.4％） 
          単価は、前回予想から▲7円（対前年+4.7％） 
                 （※前回予想値：対前年＋5.9％） 

  ・DM便 ： 前回予想から変更無し 

  ・当第1四半期に新たに認識した労働時間に対する一時金の影響や宅急便の予想数量 
      増加に伴う委託費の増加などにより、営業利益は前回予想から▲20億円 

  ・大口の法人顧客に対し、宅急便の総量コントロールと運賃の見直しについて順次交渉中 
 
② ノンデリバリー事業 
  ・足元の状況に合わせ営業収益・営業利益を前回予想から変更 
 
③ 「その他」の営業利益の前回予想差▲126億円については、グループ内からの受取配当金の 
  減少によるもの 

 
     
     



【連結営業費用予想】 
 
① 営業費用全体では、前回予想から＋250億円（対前年+2.3％） 
 
② 前回予想からの変更点 

    ・人件費：宅急便の取扱数量の予想が前回予想から増加したことに伴う社員給料の 

                 増加や、当第1四半期において新たに認識した労働時間に対する一時金の 

         影響等を織り込み、人件費は前回予想から＋120億円 
 

  ・下払費用：宅急便の取扱数量の予想が前回予想から増加したことに伴い、委託費と 

                    傭車費を前回予想から変更し、合計で＋130億円 
 
③ 今回の業績予想は、現在、大口の法人顧客に進めている 
    「宅急便の総量コントロール」や「運賃の見直し」等に係る交渉の中で、 
    具体的に見えてきた「取扱数量の減少」「単価の上昇」を織り込んでいる 
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